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ひとこと

第52号の発刊によせて

　第50号「21世紀・子ども家庭福祉の展望」、第51号「子ども家庭福祉

援助実践の新たな展開」とテーマをがかげてきた「世界の児童と母性」

誌は、今回「子どもと遊び・文化」というやや幅の広い視点で特集を

組むことにした。

　子どもたちと日々ふれあう方々にとって、子どもと「遊び」との関

係はことさら議論するまでもないことかもしれない。子どもにとって

「遊び」は飲んだり食べたりすることと同じくらい、自然であり、必

要なものだという。

　児童福祉法は児童の健全育成を図るため、「児童に健全な遊びを与え

て健康を増進し、情操を豊かにすることを目的として児童遊園、児童

館など児童厚生施設を設けること」を定めている。また国の社会福祉

審議会のなかに福祉文化分科会がおかれ、図書、舞台芸術など優良な

児童文化財の推薦をおこなっている。

　本号によぜられた論文のなかで、共通して語られていることのひと

つに、「遊び」とはだれにも強いられず、自分の意志で参力口するもので

あり、子どもは楽しいから遊ぶのであって、何らかの目的のために行

うものではないということがある。「遊び」についての大人の役害1」は、子

どもが自由に参加できる場の限りない提供と、仲間づくりの援助、そ

して適切な見守りである。

　地域や学校で、児童館で、障害をもちながら、子どもたちが内なる

力を十分発揮できるように、大人が関わっている状況が本号にたくさ

ん報告されている。児童福祉施設でご苦労されている方々にも、何か

ヒントになることがあるのではないかと考える。

　過日、本誌にも紹介されている吉村温子先生指導の合唱団の舞台を

見る機会を得た。［璋害をもつ子ももたない子も楽しそうで、いきいき

と輝いていたのが印象的であった。　　　　　編集委員長・片岡玲子



子どもはなぜ遊ぶのか
特 集
子どもと遊び・文化

　　　　　　　　　　　　　　　　や　　の　　さと　　じ

京都大学大搬教韓研究科臓授矢野智司

1．遊びは本当に子どもにとって必要なのだろうか

　．r・どもの成艮にとって、遊びが人切だということ

は、これまでにも何度も繰り返し論じられてきた、，

いまさら、このことをあらためて繰り返し論じる必

要もないように思われるかもしれない、、

　j”どもにとって遊ぷことが大切な理川として、例

えばつぎのようなことが語られてきた／t遊ぶことで

r・どもは体が丈夫になる、，また集団で遊ぶことで、

r・どもはルールの大切さを学び道徳的な能力を高め

るし、人間関係を学び友達作りがうまくできるよう

になるc，さらに、社会的認識や科学1｝勺認識を楽しみ

ながら発達させることができる、、あるいは遊びは心

理的な安定をもたらす…，，つまり］”どもが健令に発

達していくためには遊びは不fi∫欠であり、だから遊

びが位要なのだというわけである。

　しかし、このように遊びによってもたらされる教

育的効果をあげることによって、私たちは本当にf・

どもにとって遊びが不1∬欠だということを、確信を

もって、．fうことができるのだろうか。

　それというのも、いまここにあげた遊びの教育的

効果なるものは、どれも遊びでなくても達成するこ

とができるものばかりだからである。いや、遊び以

外の方法のほうがより能率的にこの効果を達成する

ことができるのである。

　体操のほうが、遊びよりもっと効率的・組織的に

体を鍛え丈夫にすることができるだろう、、サッカー

のような集団スポーッだったら、ルールの人り」ts．　Xコ

役割認識や他者との関係の仕方を、遊びよりうまく

学ぶ機会を”」’えることができるだろう，、礼会rl勺認識

や科学的認識についても同様である1，それぞれより

組織iZったカリキュラムにしたがって、教材を配置

し経験を積み厄ねるようにすれば、遊びのように偶

然に任せるよりも、より1・一　A！に発遼させることがで

きるだろう。最後に、楽しさといった気分や感情が

残るが、これこそ教科の問の休み時聞に、レクリエー

ションの時間をときどき取れば良いのだ。詰まると

ころ、とりたてて遊びがなくてはならない理山は、

なに’つないように思われる◇

　しかし、こう㍑いきってしまうと、何か割り切れ

ないものが残らないだろうか．、遊びは必ずしも必要

ないのだという結論に終わってしまうのは、遊びに

ついての問い方が問遣ーっているからだ．，遊びがどの

ような教育効果をもたらすのかと問えば、答えはヒ

に述べたようになるしかない、、しかし、遊びについ

て問うべき諭点を効果や結果にではなく、プロセス

に移してみると、それまでとは見えるものが異なっ

てくる。∫・どもの発達を1」標とする教育者の11をい

ったん括弧にいれて、遊ぶ人問の側に視点を移して

みればどうだろうか。そのとき遊びは私たちにどの

ように体験されているのだろうかc，
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2．遊びの体験とは何か

　遊戯川論のlll典『遊びと人llU」のなかで、フラン

スの思想家ロジ・いカイヨワは、教育学者・心理学

者の遊戯川而について文句をつけている、、それとい

うのも、カイヨワによると、遊びは1競了‘・の遊び」

と1偶然の遊び」と［．めまいの遊び」とi模擬の遊

び．1の四つに大きく分けることができるのだが、教

育学者・心川’］：：者たちはそのなかでプランコのよう

な1．めまいの遊び1と賭けのような「偶然の遊び」

とを、遊びのなかから迫放してしまうからである、，

その理川は簡litである、．．「めまいの遊び」も「偶然の

遊び．」も、∫一どもを発産させ．るという点では、どう

みても役には、ン1たないからである／／

　プランコに来るIL’亭びは、それがり「き起こす「めま

い．1の体験にある、しかし、ブランコをいくら続け

たところで、プランコをEl：にこぐことができるLV、

外に、どのような能力も発達させることができない

（バランス感覚や足の筋肉のトレーニングになるか

もしれないが〉。教育者は、J’・どもの意識を鋭敏にし、

lll：界を対象化して観察させる力を付けようと考える

が、「めまい｝の体験は意識の酩酊であって、’la／物を

客観的に対’象化してとらえるという意識の働きとは

1じ反対’の体験である，．どうして1めまい」を引き起

こす遊びが、発遼に役に、11つことなどがあろうか、．，

　それでは「偶然ぴ）遊び」はどうか，、「偶然の遊び1

の代表的なものは賭けである、．，1． 賭け」とは、駆け引

きゃ計算が働きはするが最終的に運にまかせて、通

常の努ノJでは得ることのできない財『の獲得を求めよ

うとして、短時問で財’を獲fll・したり損失したりする

ことである，、1賭け・1は、1‘∫能性を計社し、計lirliを、Z

て、合川的に成果を生み川すという近代的な思考の

あり方にも、また勤勉に努JJして〔1分の役llを果た

すべきことや、他者を欺かず誠炎にかかわるべきで

あるという近代ll∫民杜会の生き方にも、反してい

川界の児巾と母刊

るt．tそのため「賭け」はしばしば社会によって禁じ

られてきた．．したがって「賭け1にいたっては、

「めまいの遊び．」のように非教育的であるというよ

りは、反教育rl勺なものであるとli’わなければならな

いだろう、．

　しかし、遊びの体験にとっては、1めまい」も1偶

然．」もなくてはならないものである、，遊びの体験を

振り返ればそれは明らかである．、

　私たちは、遊びの肚界において日常の生活以ヒに

快活で自lhになり、深く遊びの田1界のうちに没人す

ることができる．，遊びの体験の特質はこの世界への

没人にある、．自分が遊んでいるということを意識し

たときには、そのときにはもう遊びのll堺から離脱

してしまっているのだ，このμ1：界への没人は1礫を

かえれば、自己と世界との境界線が溶解してしまう

「溶解体験．｜（作lll啓づということができる、t

　この遊びの体験は、11常の川堺と対極σ）世界でも

ある．，日常の1［1：界は、fl：’目を例に取ってみるとわか

りやすいが、rl己は世界と距離を取り、肚界を素材

としてさまざまな有川なll的のもとに切り取り、企

てる1吐界である、，このように｛1：’lf’が仕事の外部に目

的をもっているのとは違い、遊びは遊ぶこと以外に

いかなる日的ももってはいない．，そのため、遊びは

この有川性を求めるll堺への構えを破壊することに

よって実現される，、そこで実現されることは、lil：界

に溶解する体験であり、11常の1‖r界では実現される

ことのないll堺とのト全な交流の体験である．．ぼい

換えれば、私たちは遊ぶことによって、生命に触れ

ることができるのだ，．

3．子どもになぜ遊びの体験は大切なのか

　IU；　zaを自分の力でコントロールすることのできな

い寄るべない∫’どもにとって、このIU：界が日分を庇

護してくれる安・全なlll堺であるということを感じる
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だけではト分ではない、、このII堺が生命に溢れた世

界であるという幸稲な休験を必要とするのである。

遊びはこのような生きた世界を体験する仕掛けであ

るe生きていることの喜びや驚きを、子どもは遊び

をとおして体験することができる。

　私たちが、お酒を飲んで酩酊するのも、カラオケ

で歌に浸るのも、あるいは険しい山に登るのも、波

しぶきを浴びて魚を釣るのも、あるいは、1ゴ的をも

たずに散歩するのも、自分の能力を高めるためでは

ない。散歩はたしかに健康にもよいかもしれないが、

それだったら体操をすればよいのだ。散歩とはそれ

以上のことなのである。H的地に到着することを日

的とせず、目的をもつという有用性の行為を破壊す

ることにおいて、散歩はこのうえない自由感や解放

感をもたらしてくれる。そのことが、散歩がなぜ歩

くことの喜びと道のりへの愛を取り戻させ、自分を

取り戻すことを可能にしてくれるのかの理由であ

る。n常の仕事の世界では体験することのできない

生きた瞬間を生きることができる。無用であること、

役に立たないことのなんと素敵なことか，，大人と岡

じように、あるいは大人以上に、子どもは遊びとい

う生きた無川の体験を必要としているのである。

　たしかに、遊びの体験は、最初に述べたように、

結果として、子どものさまざまな能力を高めること

になるかもしれない。しかし、それは遊びにとって

は二次的なことなのである。結果としてそうなるの

であって、それを反転させてそのような効果を目指

して遊びを教育の手段として使川しようとすると、

遊びがもつ本来の力を失ってしまうことになるので

ある。その大切な体験を「発達」という視点からだ

けで見るのではなく、生命に触れる大切さの視点か

らもとらえることができるなら、子どもが何nも同

じように泥団子を作っていても、それに手を出して

より高次の発達に結びつく新しい遊びに子どもを導
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かなければならないと考えたりする要請から、少し

白由になることができるのではないだろうか。

4．深く遊ぶことの魅力とその危険性

　しかし、遊びを手放しで賛美して本論を終わるわ

けにはいかない。遊びの阯界はどこまでも深く底が

ない。「賭け」がそうであるように、遊びは人間にll

常の生活では体験できない底無しの世界を開いてく

れるが、麻薬のように人を引きつけ溺れさせる危険

性ももっている。子どもは、遊びの世界の楽しみと

深さを生きるとともに、遊びのもつ底なしの危険性

を知り、この遊びの1｝1：界とつきあうつきあい方を学

ぶ必要があるのだ。

　モーリス・センダックの有名な絵本「かいじゅう

たちのいるところ』は、遊びの世界がもつ底抜けの

魅力と、同時にその危険性とを示してくれる優れた

絵本といえるだろう。

　主人公のマックスは、小さなり｝の了・だが、いたず

らばかりするので、・母親によって部膝‡に閉じ込めら

れてしまう。しかし、閉じ込められてもマックスは

謹慎したりしない。マックスの想像力は、部屋をみ

るみる大きな海に変え、そして椰子の木が生い茂り

恐ろしい怪獣たちが祓旭する怪獣島に変えてしま

う。マックスは、その怪獣島に上陸し、その島で怪

獣たちの王となる。この間、絵本のなかでマックス

が描かれている挿絵の描かれている而積は頁を追う

ごとに拡大を続けている。それに反比例するように、

文箪の表記されている空白部分は小さくなってい

くeそして、ついにマックスが怪獣たちを率いて、

みんなで怪獣踊りをするときには、それまであった

文章の挿入される空白部がまったくなくなり、画面

いっぱいにまで怪獣たちの姿が拡大される。ここが

クライマックスである。

　しかし、マックスはしだいにこの怪獣たちとの遊



びにも疲れてしまい、家に戻る決心をする／．、船に乗

り几を去ろうとするマックスに、怪獣たちは「帰ら

ないでくれ、おまえを気にいり食べたいのだ」とよ

びかける．、気がつくとマックスは穏やかな顔をして

部屋のなかに立っている．，部屋には母親が川意した

暖かいスープがテーブルの．Llに置かれている、，

　このぼ葉のないクライマックスの場面は、エクス

タシーの場lfliであり、遊びの体験で説明した溶解体

験の瞬間といってよい．．歓喜にみちたエクスタシー

の瞬間は、lll：1　iとの境界線を失うために、　III：　？Fとの

距離がなくなるので、川界をもはやぼ菜で名づける

ことができない、、この場面でll包1孔だけが響き、1「葉

が失われているのはそのためである。しかし、マッ

クスがこの肚界に居続けることは、マックスが怪獣

たちと11　iJ　ekの存在にな’．jてしまうことを意昧してい

る、怪獣に食べられるとはそのことなのである，．そ

のために、マックスはこの1ポ獣の世界から元の世界

へと帰還する必要があったのだ、．

　この絵本の構造は、「こちらの世界」から「あち

らのll堺」へと行き、また11｝び1あちらのll堺1か

ら「こちらの1．［1堺｜へ戻ってくるという、「行きて

帰りし物硫1の構造となっている、，なぜ「こちらの

肚界」に11iび戻ってくる必要があるのかといえば、

それは「．あちらの肚界」は人問の世界でないからだ、．／

任獣とは野性の小のあり方の比喩でもある。その肚

界はすべてが・休となるとても魅力的なものなのだ

が、人間はその川：界で生き続けるということは、も

はや人間であることを失うことでもある、、溶解し生

命に触れるだけでなく、人はII］びこの日常のllliytに

戻ることが大切なのである、．、

5．深く遊び必ず「こちらの世界」に戻るという課題

　深く遊ぶためには、遊びを深めるイ1：掛けが必要で

ある。r・どもはこのような遊びを深めるためのさま

川1界の児巾：と母性

ざまな伝承された技法をもっていた，tこのような技

法は「．r・ども文化」と呼ばれている，，この「r・ども

文化」としての遊びには、長年にわたって無名のr・

どもたちによって作り川されてきた、遊びを深める

ための仕掛けと、1剛1：1…にその遊びのll堺から安全に

戻ってくるための仕掛けも含まれていた．，

　異年齢の．r一ども集団が存イliしているときには、こ

のような遊びの技法は連綿と制］i承されてきたが、そ

のような∫・ども集団の解体と共にこの遊びの技法も

消滅しつつある、、企業によって作り出されている刺

激の強い商品文化は、かならずLもこのようなイ1：掛

けを内蔵しているわけではない．、テレビゲームをは

じめとする新しい遊びは、さまざまなll∫能性をもち

ながらも、この遊びのlllJ　－bから「こちらの1｜〔界」へ

戻るためのf［：掛けという点において問題をもってい

る，、遊びの人切さとともに遊びがもつ危険性を知る

ことが、∫・どもと関係をもつものにとって屯要なこ

とだといえよう、、

V一ワード：遊び

　遊びがiどもにとって大切なのは、それがもたらす「ffis」

と結びっぐ教育的な効果だけにあるのではない．．子どもは、

仕事に代表されるように．目的をもって世界と向かい合．）て，

世界に働きかけ、世界を変革することによ．」て、世界を作る

とともに自分を作り上げる．．．しかし，子どもが十分に人閻で

あるためには，ぞ’のような世界との関係を破壇して，世界と

一体になる体騒も必要である．遊びはその体験を安全に実現

する仕掛けなのである．、

’O



現代の子どもにおける
遊びと文化の変容．現状、。題

特 集
子どもと遊び・文化

　　　　　　　　　　なか　　い　　たか　あき

樵纏麟㌶鱗中井孝章

はじめに

　わが川では、　’1‘1‘前の∫・どもの遊びと，？えば、原

っぱや空き地、路地などでの外遊びであり、しかも

大勢で群れになって全身を使って遊ぶというもので

あった、その典型は、隠れん坊’遊びや石蹴り遊びな

どの伝承遊びである，，しかし今は、都会から原っぱ

がなくなり、塾通いに追われる．1㌧どもの遊びの．il流

は、テレビをはじめマルチメディア（パソコンやケ

イタイなど）による室内での遊びである．，しかもそ

れは、　・人もしくは少数で体の・部、特に1恨とT一だ

けを使う遊びなのである．。そのためテレビゲームな

どによる電脳遊戯は、］’・どもの遊びや文化を貧困化

させたノC凶だと批判されることが少なくない、、

　しかしながら、∫・どもの遊びや．文化の貧困化は、

すでに高度経済成長11」代rJi’終焉した1970年代ll：期か

ら生じており、その原囚をテレビゲームなどの電脳

遊戯に求めること〔1体、問迩った事実認識だと考え

られる．，それどころか、電脳遊戯だけがrlfii・、熟通

いで自川に遊ぶ1嗣ll］・空問および・緒に遊ぶf中間が

著しく少なくなった、今の∫・どもたちの生活状況・

スタイルに適合し得る遊びであると，1えK，　，、数年前

に大流行した電脳べ・ソト、例えば「．たまごっち」や「ポ

ケットモンスター1が少しの時間さえあれば1”ども

たちがいつでもどこでも遊ぶことができるように

と、ポータブルな小型モニターに刈’応した電脳玩具

であったことは印象的である．、また、低年齢のJ’・ど

もにまで普及しつつあるケイタイは、川．碓な・定の、

・人遊びの行動．千順（プログラム）を内蔵した、多

［．1的の電脳遊具である、，それは他人に情Wをf云える

というi”，［lr1勺を超えて、　h：いに声を使って仲渕1τ官1．1：

で1司調し合うための意識通川の媒体であるt．，

　以ヒ、テレビゲームやケイタイが今のJiどもたち

の生活状況・スタイルに適合した唯・の遊びだと、

電脳遊戯をi’i』定的｝ことらえてきた、，しかしながら・

方で、マルチメディアの普及によってr・どもの遊び

や文化が変容し衰退していくということも指摘しな

ければならないtt，．∫・どもの遊びや文化の変容・衰退

は、．］t’どもの感仰の未発達として発現するt，1「い換

えると、従来、．j”どもたちは独白の遊びや文化を通

して自らの感性を形成しf先練してきたとぼえる。そ

れでは次に、電1脳遊戯のif・どもの感性への影響につ

いて見ていくことにしたい。なおこの川題を杉える

にあたって、感性とは何かについて触れておきたい、，

1．子どもの感性にみる子ども文化の変容・衰退

　教育学者、片岡徳雄は、広辞苑の定義を踏まえつ

つも、ゴ・どもの感性に焦点化して感性を、その後に

知性や感川の働きを起こさせる初発でありながら、

刺激に対’する敏感さ（感受性）であり、驚きの反応

だと定義している㌦

　ところで、今の∫一どもたちの感性は、「高度情報社

会＝高度消費社会．」がもたらす、1｜1感（身体）の拡
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張化と過剰刺激文化によって特徴づけられると杉え

られる．1～．．前述したように、感性とは、刺激に対す

る敏感さ（感受性）であり、驚きの反応であるが、

この刺激を感受する彼らの∫↑二感そのものが、マルチ

メディアの著しく発達した高度情報社会では根本的

に変容している，．例えばその変容は、高画質の映像

で1［を楽しませるハイビジョン型テレビやテレビ

ゲーム（視覚の拡張化）、耳を激しく愛撫するオーデ

ィオ機器やいつでもどこでも仲聞とつながり合える

ケイタイ（聴覚の拡張化〕、射’撃廿や破壊音ペコ屯∫’音

で耳を刺激しながら同時に、ヴァーチャルな映像で

llを揺さぶるテレビゲーム（視覚・聴覚の拡張化）、ス

イッチ操作や日動センサーだけで細やかな．丁・〔指｝

の働きを必要としない電脳玩具（触覚の退化）、激†三

や濃厚な昧つけで舌を麻痺させるファー一ストフード

　（昧覚の退化）やグルメ情報（昧覚の視∫近化）等々

に如実に現れている．

　こうした11：感の拡張化と過剰刺激文化は、r’ども

が強くて激しい刺激に対．して反応できるが、弱くて

細やかな刺激に対’して応えられない原因を小み出し

ているt．、　・、i』でぼうと、　f・どもたちの感性、すなわ

ち刺激に対する反1，じは、大雑把で鈍感なものになり

つつある、，ぼい換えれば、体全体を通じて小さなも

のや微かな変化を感受したり、それらに共感したり

驚いたりする体験が彼らから失われつつある、．そし

て、彼らが小さなものや微かな変化に体や心が応え

なくなることは、そうした体験を介して深められる

自LLrl身を見失うことにつながる．

　さらにrn要なことは、　J’・どもたちにとっては感性

の発達不全を招く、こうした．1］：感の拡張化と過剰刺

激文化が、白度消費社会における商品経済の原J：iuに

よってもたらされているということである，．周知の

ように、1．｝：聞III経済の原♪1！は、モノそれ川体の使川価

イ直は、1うまでもなく、現在ではモノの交換価仙：さえ

世界の児巾と母性

も超えてモノの記5｝的価値によって突き動かされて

いる、．つまり、とにかくモノを売って利益をfiPばす

ために、モノそれll体のイf：在fllli値（差異1／1・）を高め

るといった戦1略が取られている，、その結果、強烈な

刺激をもって消費者の五感に訴えかけるモノが作り

川されることになる，，こうLたii幌略は人人の文化の

みならず、r・ども文化をも．巻き込んでしまっている．

2．アニメ的人間理解と共感能力の欠如

　それどころか、高皮資本i議社会は今のr・どもた

ちの人間関係にも深刻な｛；1多響を及ぽしている、，今の

J’・どもた．ちにとってfil‘問関係がうまくいくのに必’擾

なのは、日分「1身がネアカであることだと言う、，1－『

い換えると、いじめの対’象（被『｜；：者）となるのは、

決まってネクラに分頒されるJ：どもである．，それで

はなぜ、ネクラの∫・どもがいじめのターゲットにさ

れるのか。この点について小川信夫は興味深い兄解

を述べている。小川の見解によると：1、舷近の∫・ど

もは対人関係のなかでまるでアニメのようにきちん

と作られた表情や動作だけしか読み取ることができ

ない、．、それは「アニメ的人間理解」と呼ばれる、、1「

い換えれば、放近のr一どもたちははっきりとした表

情だけは理解できるため　　しかもそのことで満足

してしまうため　　、中問の表情の変化や表情に表

される心の動きを理解する余地もないのである、

　したがって、ひとの心が読めない∫’どもたちは、

内ll・J的で衣情を顔にもliGせず、「1分を明碓に表現で

きない　　要は何を考えているかまったくわからな

い　　ネクラのr・どもをスケープゴートにしてしま

うのである．．．しかも、妓悪なことに、いじめられた

∫・どもはますます日分の殻に閉じこもり、ノミ情を失

’）ていくとともに、　・方、いじめるほう（傍観者も

含め）はいじめられたf’どもがどんなふうに感じて

いるかについても無関心であるから、いじめはどん
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どんエスカレートしていくことになってしまう。要

するに、「いじめる一いじめられる」関係は、悪循環

に陥りt歯止めが効かない，，また、他の」”どもたち

は子どもたちでいじめの被害者にならないために、

あくまで傍観者としてH立った行為をせず知らない

ふりをしたり、あるいはネアカぶりっ了・一「明る

く」「ハキハキ」一を演技し続けなければならない。

こうした演技は、彼らを疲弊させることになる，，

　以1述べた、現代の子どもの人聞理解の無能ぶり、

すなわち共感能力の欠如は、対人関係においてだけ

発現するわけではない。むしろこうした共感能力の

欠如は、前述した過剰刺激文化の影響、すなわち白

然やモノとのかかわりのなかで小さなものや微かな

変化を感受したり、それらに驚いたりする感性の働

きが鈍摩iしていることに関連している。したがって、

アニメ的人聞理解に象徴されるような、共感能力の

欠如とは、対人関係を形成していくための能力やス

キルが身についていないというよりも、それ以前に

自然やモノに対する原初的な感受性が著しく衰退し

ていることのひとつの表れに過ぎないと言えるQ

3．遊ぶことのできない今の子どもたち

　一メタ・コミュニケーション能力の未発達

　さらに、このように人間関係を形成する能力の欠

如した今の∫’どもたちにとって、遊ぶことは大変困

難なものとなる。西村’清和の遊び理論を要約する

と／．’／、遊びとは、仕事・議論・学習（総じて、企て）

のように、その都度何かの1．1的や計画の実現に向け

て個人と他人が緊張関係に身を置く活動とは異な

り、遊びrF同ヒのあいだに成立する同調関係に身を

浮遊させる活動である。したがって、遊びの関係に

あっては、個々人は遊びを11］滑に営むうえでの一・部

分でありさえすればよく、何のために遊ぶのかとい

う、1：体としてのあり方や責任を免れている。端的

8

に言えば、遊び手は遊ぶ・i〔体である必要はないので

ある。

　しかしながら、遊びもまた、企てと同じく、私た

ちが他人と取り結ぶ基本的な社会1剰係の・様態であ

ることには相違ない。たとえ、遊び手は遊ぶ」三体と

してのあり方や貴任を免れた軽やかな存在であるに

しても、遊びが社会関係の一様態である以．ヒ、遊び

相手との微妙な関係の取り方が不可欠になってく

る。G．ベイトソンが述べるようe：Lr，」、遊びが可能と

なるためには、「これは遊びだ」という信号（メタ・

メッセージ）を遊び乎同．ヒが認知し合うことが必要

なのである。子ども同士が遊びという独白のコミュ

ニケーションを継続させるためには、遊びのルール

を守る以前に、「これは遊びだ」というメッセージを

伝遠・確認し得る仁1号（メタ・メッセージ）を送受

信し得る能ノ」（＝メタ・コミュニケーション能力）

を身につけなければならない。

　ただ、こうしたメタ・コミュニケーション能力は、

大人とのかかわりのなかで、すなわち社会との接点

において自然に身につくものである。例えば、わが

国では地域祉会が崩壊する前まで了・どもたちには

“柿の実ドロボウ”が認められていた。彼らは持ち

主に見つからないように、柿をそっと竿や榛でたた

いて落とし、それを手づかみにして素・早く逃げ帰っ

た。時折、持ち主に見つかり、怒鳴られることがあ

っても、「柿の実くらいなら」と、彼らは許されたの

である。彼らから見て、半分遊びのこのシ↓柿の実ド

ロボウ”は、地域の大人たちが暗黙のうちに共通し

て認める許容範囲のうちにあったのである．1㌔

　ところが、地域社会の崩壊後、“柿の実ドロボヴ’

は、認められるどころか、場合によっては「非行」

とみなされ、家庭や学校が持ち・i三から訴えられると

いうケースも川現した。一・見、この取るに足らない

ように児えるこの変化は、メタ・コミュニケーショ



ン能力を．1’令に習得していないr・どもたちにとって

深刻な問題となる‘1f能性があるt，というのも、彼ら

にとって1’1らの行うことが果たして遊びの範購にあ

るのか、それとも非行の範幡にあるのか、まったく

1暖昧となり、混乱してしまうからである一tt社会その

ものが遊びと非行に関する共通した基準一社会に

よる、「これは遊びだ1というフレームーを設定で

きない限り、彼らはメタ・コミュニケー一ション能YJ

を身につけることができないと思われる。むしろ、

こうした基準の不在のなかで今の一r・どもたちは、遊

びの非行化、または非行の遊び化（「遊び刑非行」）

を余儀なくされているとばえる．，了・ども同1：の間の

みならず、若者同［rの問でさえ、じゃれあいやふざ

けあいがたやすく、本物のけんかに転化してしまう

ことがしばしば見られるが、それは、こうした能力

の未発達にノ‘寒因するのではなかろうか．、また、暴力

的で残酷なll央ill．li・テレビゲームが少年犯罪の温床と

なるという側llllがあるとすれば、それは遊びが非行

化、さらに犯罪化する場合だとほえる。

　前述したように、現在、遊びの1三流は、マルチメ

ディアによる　・人もしくは少人数での遊びであり、

r・ども同IJが遊びを通して取り結ぶト．1：会関イ系がまっ

たく欠如している。テレビゲームやインターネット

では、遊びT’・（∫・ども）から見ると、遊び相千は仮

想現実なのであり、そこでは遊び千同1：（人糊関係）

の微妙な調整は不要なのである、，遊びr・はゲームに

飽きてきたら、ただ・方的にそのゲームを66リセッ

トttしさえすればよい．，従来、伝承遊びにあった人

開関係のわずかの負荷（遊び手同i：のなかでθ）協力、

妥協、譲歩など）は、電脳遊戯においては消失して

いる、、こうした電脳遊戯においては、対’人関係に不

川欠なメタ・コミュニケー一シMン能力を形成する契

機は元々、内蔵されていないのである、、

　以ヒ見てきたように、現在の高度資本1三義杜会の

tllrソCV）仏±巾、と1：上竹．

なかで了・どもの文化と遊びは、感セllおよび対人関係

において著しく変容・衰退している，，こうした状況

で大人がまずすべきこと、そしてできることとは、

マルチメディアおよび電脳遊戯そのものを否定する

ことではなく、遊びも含めてさまざまなモノやコト

のなかに師値あるものを発見し、自ら発見したこと

を∫・どもたちに伝え、そしてそのなかに彼らを巻き

込むことである、．私たちは人間関係をはじめ、小さ

なものや微かな変化に対して体や心が応答しにくく

なっている今のr・どもたちに同行Lながら、それを

一緒に体験し、その価llllを昧わうことが何よりも必

要だと思われる．．

il／

山片岡泣｝］1「∫・と‘もの感性をtH」・」［1本』力c出版協フこ、　ICJY（）〈札7・1　75貝

，1川り1．孝章1「小さなノミ人」の悠刊：と教育’」ミ皆〔の1ぷ題口1本教育川ノミ学餐畑

　r教育方法」LCi、明治図，1［、1｝｝F17年、7り．提財参照

≡／v小川1川こ日．1’iきLUI．：ミの「．．‘：『もノニち」　1’IIぽ学川版∬i｝1　LYP：1年、　fJ川．

．1‘西十」i11i相f電‖】‘遊戯の少年少女たち」‘．阻ぷ引、1999↓ド、1・L2日参肋

．∫・り，llI．．、30　二惣c↓参照

‘撒：‘‘1川E，　iit「高）変経済成艮1田の「・ども60午代．1ド川川裕彦・高†‘馴脚‖1「「．

　と．もの・＜暮らし）・の杜会り」j川島‘‘1）11…、19り5年、y．IV［

ll・．一り一ド：メタ・コミュニケーション

　人間のコミコ．ニケーションでは、言葉が伝える意味のメッ

セージ以外に、その都庭の人間関係のあD方を決定づける関

係のメッセージ（＝メタ・メッセージ）がしぐさや態度によ

って暗に伝えられている。例えば、AがBに「ゆっくり話を

しよう」と’言菓をがける一方で、ソワソワした態贋を見せる

ならば、Bはその態度を感受して退席するであろう。この、

微妙なメタ・メッセージを感受する能力がメタ・コミュニケー

ション能力である。
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子どもの遊びと文化の現状・乳幼児期

心ゆたかな成長を求めて
特 集
子どもと遊び・文化

　　　　　　　　　　　　　　くに　　や　　より　　こ

大阪・舳馴蝉幼蹴育釆ト搬国家順子

1．子どもの遊び

　小きるために必要な生川的生活に割く時間のほか

は、1’・どもは1Uの多くを遊びに費やしている、、い

な、この生理的な生活にまつわる営みさえも遊びに

変えてしまうことがある．，

　了・どもカミ遊ぶということは、i皮らf）i’いきいきと！1，．

きていることの証である．．仮に、1：どもが遊ぶこと

を令く知らなければ、どんな目々を送るのだろうか、、

恐らく、生理的必要を満たすための活動のほかは、

まどろみ、なすすべもなく時を過ごすのではなかろ

うか／／こんな毎11のなかで、彼らは’体どうして人

問らしい小活へと導かれるだろう、、遊びこそ、∫・ど

もの心と身体の健やかな育ちのために不11f欠の栄養

素なのである．，

　彼らは何かの日的のためでなく、楽しいから遊ぶ

のであり、こうして、了・ども〔1身の内から生まれて

くるものこそが遊びである．，楽しいと感じ、：”ltびの

活動に没頭することはJ「・どもの心を安定させ、豊か

な心と身体を育てよう、，i”どもの本性自然は、小後

の数年間彼らを厳しい労働や生存競争・から守り、専

ら遊ぶことを求める．生後数年といえば、乳幼児死

亡率の高かった頃、「じ歳までは神のうち」といわれ、

J’・どもは神の1‖：界と人間の世界を｛’き遊する不安定な

存在で、その魂は異界と俗界を自山にそ1三来し、年齢

を弟：ねるごとに徐々に人の1［1；に迎え人れられると考

えられていたのである

　したがって、Jiどもは人人の慌ただしい時問とは

異質の神硫的時問のなかで、彼らの内から川まれて

くる日発的で自山な活動である遊びを通して、後の

生活に必茨なあらゆる養分を吸収していくのであ

る．成長とと．もにそれは学習や労働へと分fヒ発展し

ていくのだが、乳幼児朋の問はまだ4ミ分化な統合活

動なのである。が、遊びはいつでもスムーズに展開

するとは限らない．，ときに、意のままにならぬ場面

に遭遇するが、それが強制されたものでなく遊びで

あるがゆえに、耐え、知恵を働かせて釆り越えてい

けるのであり、f’どもの遊びは、人川の厳粛な生活

のための「．あらゆる善の源泉」であるといわれる所

以である．

2．遊び’の発達

　遊びが楽しめるには、r・どもの心身の育ちが必要

であり、その年齢や健康状態との閲連も深い。そし

て、遊びが始まるには、ます、乳児が周囲の世界に

気づき、興味ある物に「1を留め、出会うことが必要

で、およそ、次のような形で発展していくと杉えら

れる。

（1）大人と遊ぶ

　生後2か月頃までの乳児は、脳の覚酉lli状態を糸lli持

することが困難で、1111j乳：・1iもしばしば眠ってしまう

が、3か月頃になると、哺乳しながらじっと母親や

保育者の顔を見詰めるようになる．、これに対して保
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育者は、哺乳を促したり、あやしたりの働きかけを

していく．．こうしたやりとりから乳児は遊びへの糸

［1をつかむわけで、生まれて初めて乳処が川会うオ

モチャは母親であり保育者である．、この時期の乳児

にとって、人間こそがれ分から働きかけなくても応

答してくれる願ってもないオモチャだからである．

（2）物で遊ぷ

　牛後3か月を過ぎ、反射．から解放されると、乳児

は積極的に周り1．｜の物に千を出し、眺め、舐め、もて

遊ぶようになり、さまざまな物に出会う　／／／このとき、

乳児は保育者の支えや助けを得て、快い、楽しい川

会いを煎ねていく、，やがて移動運動がll∫能になり、

行動範囲が広が〆）ていく／歳頃までは、信頼する保

W者の視界のなかで、物への興昧を深め探索行動を

広げていく．．ボルトマンが「r・宮外の胎児朋1と呼

ぶ生後1年川の乳児の発達はll覚しく、　：足歩行に

向けて移動迎動が変化していくが、これに対応して

乳児の遊びは人きく転換する、．

　お座りができる頃には、その姿勢を保ちながら両

r・が日［llに使えるようになるため、物に対’する働き

かけが積極的になり、応答性の豊かな物や、人との

ふれ合いを楽しむ］三遊び、千や腕の運動を促す3、れ

合い遊び等も楽しめるようになる、，

　這い這いができる頃には、r一指の発達も進み、親

指と人差し指の動きが独ウ：し、小さな物をつまめる

ようになり、空容器等を川意すると、小さな物を次々

とここに人れて楽しんだりする，．

　歩けるようになると、∫・どもの生活や遊びは・変

する，、新しい世界の開拓と好1↑〕：心に満ちた冒険が始

まり、屋外へ出たがるようになり、さまざまな物と

川会い、ふれる体験を庖ねる、，こうして、ある犯度

物との川会いに満足すると、やがて仲問の存在に気

o’ き、lyg・L・を’iこL、」s」∫：いa）身・｛lgべ）衣川乏に〉㍉オし合っ

たり、物の取り合いなどをき・っかけに仲間関係がめ

1111111の児耐とi：上ヤ1

ばえてくる．，

（3）仲間と遊ぶ

　1歳’Pから3歳頃までは、どちらかというと、人よ

りも物や遊具に強く引かれる時期であり、　・人遊び

を楽しむことも多いが、3歳以後には仲川を中心と

する人に川1び強い興昧をもつようになり、遊具はM

的そのものではなく、遊びをllli白くしたり発展させ

たりするためのr・段として川いられるようになる

　とはいえ、frll間遊びのめばえの頃には、いわゆる

肺1叩も起こりやすいt．tジャーシルド（」ersi［d．　A．T．）

らの羅告では、幼児のけんかの持続時間は「㌘均30秒

で、5分間に1回の割イ＼で起こるといわれる。こう

して、乳幼児はけんかと仲直りを繰り返しながら、

かけがえのない遊び仲問として育ち介うのである、

3．保育者の役割とかかわり方

　最も広い意昧での教育や保育は、文化の伝達過程

そのものだから、親や保育者の役割は、私たちの相．

先が埋想の牛活をIH．旨して1：夫し、つくりヒげ’、伝

えてきた暮らし方、その楽しみ方を次のlll：代に伝え

ていくことだといえる

　了・どもは誕生とlbrl11，V，に、家族、地域社会あるいは

民族やi”i［1のぼ∬ミ、食習・慣をはじめとする特定のノじ

活様式のなかで成長していくので、ある程度、偶然

の機会にほとんど無意識のうちに川き万や文化を学

んでいくものだが、より確実にこうしたことを伝え

ていくのに適した方法の・つに遊びがある、

　そこで、r・どもたちと遊びの楽しさを共有し、援

助し、方向づけていくうえで保育者に期待されるこ

とは、J’・どもを白然やさまざまの’1働事象とタイム

リーに川会わせ、flli川とともにいる楽しさを昧わわ

せ、遊び方を伝えるということであろう，，

（1）自然、事物事象に出会わせる

　同じ環境ドにいても、それぞれの∫一どもに見えて
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いるもの、興味をもつ対象は異なり、その子独自の

1比界を紡ぎ川していく。十分に周囲の状況が見える

には、生理的、情緒的な安定、子どもと保育者やそ

こに居合わせている人たちとの信頼1蝿係の育ちが求

められる。そのうえで、子どもの心の動きを読み取

りつつ、周囲の状況に気づくよう言葉かけをした

り、保育者がそれを上乎に取って遊んで兇せたりす

るのである。教えるとは伝えることであり、子ども

と保育者が経験を共有することである。保育者の存

在そのもの、つまり、保育者がさまざまな事象をど

う受けL］；め、どのように感じるか、さまざまな物を

どのように扱うか、例えば、園庭の片隅の小さな草

花や生き物にどう出会い、慈しむか、遊具の扱い

方、［1川品の使い方それ自体が、子どもに安令な、

楽しい遊び方、そして三ヒ活文化を伝えているのであ

る。

　このため、保育者は日頃からさまざまなことに関

心を寄せ、自らが実際にそうしたものとかかわり、

それぞれの物の特性を熟知しておくことである。そ

して、遊びの進行状況に合せて、「ソーット触ッテゴ

ラン」「気ヲツケテ持トウネ」等と、否定でなく肖’定

的な言葉かけをしながら、子どもの遊びへの意欲を

高めていくよう援助するのである。彼らが遊びの’］［1：

界に没入していけば、それをできるだけ中断しない

配慮も求められる。給食時間を固定するのをやめ、

11時から12時半までというふうに余裕をもたせ、自

分たちの遊びに一’区切りついた者から順次ホールの

食卓に着くというやり方を試みて、子どもたちがい

きいきと遊びを堪能する姿を取り戻した閑もある。

（2）仲間と出会わせる

　遊ぶには何か物がなければならないと考えてしま

いがちな咋今であるが、何はなくともイ中間がいれば

多様な遊びが生まれるものであるeすべり台でも砂

場でも’人で独占していれば広いし、障霧もない。
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遊びが堪能できそうなのにそうはいかない。一’人の

遊びは長続きせず盛り上がらない。仲間がいるほう

が楽しいし、遊びが発展していく。ぶつかり合い、

対立しながらも遊びが高まり膨らんでいく。少子化

が進行している今日だからこそ、園で仲間と川会い

ともに遊ぶ楽しさを一卜分に味わわせてやりたいもの

である。

　また、少し年齢の開いた仲間がいれば、遊び相手

としてだけでなく、年少児にとってはさまざまな生

活のイ1：方を教えてくれる頼もしい存在になることも

多い。都市化が進み、群れ遊びが衰退するとともに、

年長のf・を中心とする子ども集団がはらっぱから姿

を消し、遊び仲間と出会う場として、幼稚園、保育

所、各穣幼児教室が雇代わりするようになった。こ

れに伴い、年長の了・から年少児へと伝えられ、受け

継がれてきた竜歌や伝承遊びが途絶え、また、知忠

を集めて遊び方を．じ夫したり、新しい遊びを生み出

したりする楽しみも先細りしてしまった。

（3）遊び方を伝える

　自然のなかへ川ていってもどう遊べばいいのか分

からない子どもが増えているという。与えられた物

で決まった遊びしかできない、遊びに使う物を自分

の手で作り川すことを思いつかないといった子ども

の姿がみられる。

　幸い、各困の安心して遊べる広いスペース、地形

に変化をもたせた園庭のたたずまいは、子どものな

かに服っている動物としての本能を呼び覚まし、自

山に駆け回らせてくれるにト分であろう。

　ここは一つ、保育者が遊びの演出者、仕掛け入と

して、忘れられつつある伝承遊びを復活させたり、

リニューアルしてイ云えていきたいものである。伝承

遊びは、それぞれの11寺代の暮らしに合せて修11｛され

ながら、IA然淘汰を経て生き残ってきた文化そのも

のなのだから。



4．今後の保育への提言

　r・どもは遊びの天才であるというが、これは！1　［．｜

の」㌧どもたちにも当てはまるだろうか．、IT　．，：1「冷の

ll：宇代といわれ、あまりにもllまぐ’るしく変わりゆく

生活のなかで、忙しく生きる人人の生活の影響をも

ろに受けて、▲：どもが子どもであるためにぜひとも

必要な、自川に遊びまわれる空間が奪われ、事故が

多発する街路からも締め川され、家のなかで息を潜

めて過ごしているのが現状ではないだろうか、，

　あまりにも多くの人ll的な物に別まれ、物で栄え

て心で滅びている私たち大人の貧しい生き方を映し

て、ゴ・どもたちの遊びが弱く、受け身的なものにな

ってしまったのではないだろうか。もう　’度．r・ども

たちに精気溢れる遊びを取り戻させるためには、彼

らに喜びの心を失わせないことである、，愛されてい

る蒔び、尊屯されている実感、川会いの，”f’び、感動、

明1「への希望、こうしたことを味わわせるために、

次のようなことが期待される、．

◎子どもの周辺に自然の環境を

　2001年1〔｝J］7Hイ・J．けの朝ll新聞では．兵庫県西宮

市は2年‘i’1’1）h「でe’li内全39保育所に、本来なら3，000h’

川以ヒの経費を要するところをll∫民ボランティアの

協力で、ゼロ］フ算でビオト・一プ．を整備するという、、

部ではすでにそれが完成した園もあるそうであ

る、、また、神戸ll∫や関東の小”’is：校でも校庭を芝生に

した所もある，t本気でr・どもの遊びの環境改沖のた

めに大人の汗と心を持ち寄ることがますます期待さ

れる．，

◎地域の暮らしに結びついた遊びを

　どの園にも似たような遊具が備えられている11’1：ZrL

であるが、私たちの暮らしや文化は、その上地その

ヒ地の気候や風1：に合せて発展してきたはずであ

る、．tしたがって、遊具の素材にも地域の特産物を生

かし、遊びのなかにもふんだんに取り人れたい。織

11け」の児巾／ヒけヤ1．

物の盛んな地域では商品になりにくい端布や糸が、

木材や竹の産地では木片や竹切れが手に人元．Lやすい

はずである。既製の遊其でなく、こうした物を活川

して、保護者や保育者が、あるいはr・どもと協働し

てT一作りの遊具を：1二夫し、これで遊ぶなかで、生活

の匂い、地域の暮らしや文化を受け継ぎ、伝えてい

くことができるのではないだろうか。

◎心のふるさととしての生活・遊び体験を

　本来、衣食住に必要なさまざまな物を整え、∫・ど

もを育てつつ、生き方や．文化を伝えてきた家庭が、

今や‘」∫ら休息と消費の場になって機能不令の状態に

陥ってしまっているのではないか、、だとすれば、季

節感を盛り込んだ遊びや行’∬を取り入れ、地域のボ

ランティアの手も什りて、できるだけ本物にこだわ

った食べ物や遊具を乎作りし、親の保育参加を1呼び

かけ、保育i；の姿を通してr・どもとのかかわり方、

遊び方を学んでもらう「遊びや文化の発信地」とし

て保育所が活躍してほしいttt在園児だけでなく、卒

園児や地域の人々の原風景として想起されるような

遊びの実践を期待したい、．

苓形．畑L

‘ll幼児のtIYiM，pt　1片lll忠次欄X：V．”T　lr文化ll．19FS

．2　1現代幼児教W．のaノミ践∫1！論1昌ll［．覧［1、次桐P，　法｛1り〔化干1．　1iF．）1

‘：’‘1改‘U’版’1・活｛21Wの創造1片lll忠次、名狛IIはU抽Rl箔　法llト∫dト：II　2（K）1

「’1　　　「　t　） カ」｛．rり㌻　 1　　｝」　 ⊥　　 E rl」　‘「i　 ‘～　 SJ，村1：［s’ll教ff↓‘〕「ラ琶フ7　　　 ．ト［」1ve 1（｝

．／，．1幼児教育指泊実践Ψ↓51．k阪tl∫幼児教育七ン沙一一　・1，r：kll

‘‘1．lr－t’もとあそび1仙川1荊　岩波SJi，J｝　IY93

．7’／1改杜’版　 力X・与し児ぴ）発」皇と保W」　1’1・i；1：V：，　Mi∫・　ミネノレ・ソrl｜H／j　LJ〔x．11

キーリード：ビオトープ

　がつて存在したわが固の自然環境の復元とか、そのために

創造された生物圏の最少の地理的単位である。ビオトーブを

保全、復元、創造ずるということは、都市や農村空間に、つ

まり、人間がつくりだした生気のない近代の文化的空閤のな

かに、生きた空間を導入することである。

（「ピオトーフ」白然環境復元研究会編　信山社サイテック

1993より）
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子どもの遊びと文化の現状・学齢期

ぬくもりのある生活文化
の創造．二っの購例樋して

特 集
子どもと遊び・文化

　　　　　　　　　　　　　　いな　だ　　ゆ　　り
棘都州・耐小・耀・小学糠稲田百合

はじめに

　本校で、今、実践している：つの．］f’例をもとにr一

どもの現状に触れ、∫・どもの遊びとその社会的背景

を杉えてみたい．，　・つHの！1日列は、本校で「ふれあ

いマンデー」とil乎んでいる地域の方々と∫・どもたち

のふれあいの活動である．，：つL［は、「総合的な学習

の時間」に3年生が実践しているお店番体験学習で

ある、tそして、最後に、’P成14年度から完全実施さ

れている学校週∫1：ll制のもとで学校から地域へ発信

できることは何かをまとめてみたい．、

1．ふれあいマンデー

　1・こんにちはt、」

　元気な声と共に、f’どもたちが次々と地域のおじ

さんやおばさんの待つ和室に集まってくるt．t　2時川

L］の授業が終わって、3時問日の授業が始まるまで

ふれあいマンデーに集う地域の方々と子どもたち

の30分間の休み時間だ．．、ちょうど教室ほどの広さの

和室は、了・どもたちでたちまちいっぱいになる，，

　11おばさん、この前の千緬みの続きを教えて．．．．l

　l．．あっ、おじさん、ぼくと将棋をやってよ．、」

　「折り紙がやりたい，t．1

など、他にも、お丁じ、おはじき、トランプ、けん

じ、独楽、オセロなど思い思いの遊びが始まる、，

　この∫・どもたちと地域のおじさん、おばさんとの

ふれあいは、毎週月曜Hに行われることから、「ふれ

あいマンデー」と名付’けられている．，’び成10年に始

まり、現在まで・回も休みなく続いている、，

（1＞S君とふれあいマンデー

　先川中学1年生のS君が、リレ）越した先から1：」：校

を訪ねてきた，、「『ふれあいマンデー』のおばさんた

ちにも会えると思ったのに。」と時間が間に合わなか

ったことを残念がった．、

　この出来」［を翌週の1ふれあいマンデー」のとき

に話すと、「ふれあいマンデー．1の皆さん方は、

　「えっ1　ほんと1　うれしいわね，、」

　1．S君に会いたかったe」

と川々に話したt、と言うのもS君は、「ふれあいマン

デー」に参加している方々にとっても忘れられない

子どもだったからだ。

　1．ふれあいマンデー」が始まった平成10イ1弘のとき、

S君は4年生だった、、「ふれあいマンデー」によく遊

びに来ていた，、クラスの仲間とうまくいかないこと

1．4



がS君を和室に行かせたとli”．）ても良い、．だから、

おばさんを独り11iめして1対1で独楽を1iilしている

ときはご機嫌だけれども、遊んでいる人の邪魔をし

たり、いきなり乱暴したりしておばさんたちを困ら

せた，、そんなS君をおばさんたちは、いつも誰かが

必ず相「になってくださり、道で会っても「S君、，1と

名前で［1’rtんで声をかけてくださった、、

　6年生になるとS君は、「ふれあいマンデー1に顔

を見せなくなった．．，おばさんたちは、どうしたのか

と心配した、実は、そのことは、心配なことではな

く、S君がクラスに少しずつ受け人れられていった

結り↓であり、S君にとって「ふれあいマンデー」が

必要でなくなったということにほかならない

　S君の、）／ち直りの・端が［ふれあいマンデー1に

あったと言っても過，「ではない、．だからこそ、S君

の心のどこかに1ふれあいマンデー1のことが残っ

ていて、訪ねてみたくなったのだと思う、．

（2）ふれあいマンデーの役割

　「ふれあいマンデー」に来るJ’一どもたちの叩には、

おばさんの膝のヒに座って離れない∫・やrl分の家の

話をいろいろおしx・べりする∫・など、担任の先生や

親とは違ったかかわりを求めたり、楽しんでいる1”

どもたちも多い．，．そんなとき、おじさんやおばさん

たちは、長年の人生経験や∫・育てをしてきた収かな

経験から、このJ’・には、今何が必要なのかを感じ取

り、忍耐強く相一r一をしてくださる。遊びにかかわり

ながら「‘r川…に人閥教育という役割も果たしているの

だと思わず’にはいられない、，

　私は、今更ながらll；はどこの地域にも日然な形で

のカウンセリングの作川があったのだと感心する。

家で叱られた1’一が、となりのおばさんの家に行って、

「せっせっせ」で遊んでもらっているうちに叱られ

たことを忘れたり、学校ではうまくいかないi・が、

地域のおじさんと将棋を指して誉められたりするな

111／YFa）貝±‘L「1．と1り刊

ど、地域ぐるみで］’・どもたちを見守る生活文化があ

oた．，そうしたr一どもの［’‖『的な生活そのもののll1

に遊びも含まれていた、．ふれあいマンデーは、遊び

を通してその役割を］’11っている、、

　平成10年に始めたときは、3、・1名だった地域の

方々が、今では、旬；川14、5名を越える，、異学年の

了・どもが・緒に遊べたり、お乎．i三やけんドの技を教

えてもらったりすることがここでは自然にできる．、

しかし、人人がいることで、指導的、管理的になっ

て遊びを拘束するのではなく、他の人に対’する思い

やりや遊びの中に節度をもたらすなどが、〔1然な姿

で行われていることに大きな意義がある．．

　地域で出会うと、」”どもはおばさんの名前を、お

ばさんも」”どもの名前を圧いに呼び合うようになっ

てきている、，このような顔が見えるつきあいが広が

ることで、地域ぐるみで∫・どもを育てる地域のIJが

川かされ、さまざまなiH二代が共辿の時間を過ごす人

間的交流の場が生ま才してくると信じているt．、

2．お店番体験学習

　本校の3年川がこの学習に取り組んだのは¶／成10

年のこと，、商店街は丸ごと教室、地域の方々はみん

な先生という学習だt，初め、29店舗でスタートした

この学習も、4年経って、イ4店舗のこ協ノ」をいただ

きJ．孫が来るようで楽しみにしていますよ．t」とお

店の方がおしs・Jってくださるほど、地元に定着した

学習になっている「

　3年生の「総合的な学習の時ll別の単元の11／にこ

のお店番体験学習がある。第川川．1のお店番に川か

ける∫・どもたちは、初めて体験する緊張感で、どき

どき、わくわくしている、，開店のために商品を並べ

る準備を始めるtt’、掃除から始める∫’、がんもどき

の揚げ方を教えてもらっている．r・、レジをやらせて

もらっているf－、値札を付けている．∫・など、さまざ
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お豆腐屋でのお店番体験学習

まなイ1：事に真剣に取り組んでいる。子どもたちがT・

にするものは、大事なお店の商品であり、千にする

お金も本物である、、真剣になるのもうなずける。

　2回1．1のお店番学習に取り組．む子どもたちは、も

っと売れる工夫を商店ilと考える。豆腐屋、ケーキ

屋、お茶屋では試食コーナーに挑戦する、ちらしに

サービス品や店』1ヨ川蔓のLliiをilトいて地域に配る、化

粧品操では匂い袋のおまけを作る、タイムサービス

品を作るなど大いに張り切る。

　そして、川分たちでもお店を出してみようとブ

リーマーケット開催に進んでいく。フリーマーケッ

ト会場の休育館の端には、買い物客のための託児所

コーナーも子どもたちの発案で準備されていく。

（1）大人の模倣遊び

　了・どもはいかに大人の社会を見つめているかが分

かる。試食コーナーやチラシの制作、託児所の設置

など、大人の社会の模倣がすべてといって良い、，大

人の社会の模倣、それが1．どもの「ごっこ遊び」で

ある。しかし、この「こ’っこ遊び」もこの頃ではあ

まり見かけない。なぜなら、今のr・どもたちにとっ

て「ごっこ遊び」に必要な空間・時間を共有する仲

間が揃わないのである．、でも、今の了・どもにとって

も大人の杜会の模倣は魅力ある遊びである、，

16

　こう考えていくと、本校のお店番学習は、授業の

一．・環ではあるが、．jt・どもにとっては遊びの延長線ヒ

にあるといえる。それが、「ごっこ」ではなく、本物

を売る実体験の場であるのだから緊張もあるが、楽

しくないはずはない。大人の社会での実体験を終え

てお店から戻って来た子どもたちの顔は実に輝いて

いる。1’1分の体験を誰1こでも話したい衝動にかられ、

蜂の巣をつついたようなにぎやかさとなる。

（2）働く共有体験

　この体験学習は、今の子どもたちに．大人と共に働

くという貴垂な体．験の場を与えている。家族が生産

の一・つのlitl・）：であった時代は」こどもが重要な働き手

であった、，また、挫職人や大［二の仕事を飽きずに眺

める」二どもがいたc、今、こうした子どもと大人が労

働を共にしたり、子どもが大人の社会を見たりする

機会が乏しくなってきている。

　しかし、お店番体験をした子どもたちは、仕事を

通してf・どもなりに労働し、社会に貢献したという

F頂が芽生えていることを感じさせる。それは、自

分が体．験した店を1私のケーキやさん」「ぼくの店」

といった表現を誇らしげにすることに表れている。

1：どもたちは大人と働く共有体験のlliiで、新しい人

間関係を発見しているのである〔同1時に、親も「こ

んなところにこんな人柄のおじさんの店があって商

売をしているという地域の人閲関係をll｝認歳するき

っかけとなった。」と感想を述べている。親自身も

希灘になっている地域の人々とのかかわりを見il与：し

ているく、

3．地域に生きる子どもの遊びと文化

　この4月から学校週5日制が実施されている。地

域で子どもたちが過ごす時問が増えたのである。子

どもは地域で生まれ、地域で育っていく。しかし、

子どもは地域に生きているという実感を持っている



だろうか。私は、このことこそ今、とても大切にさ

れなければならないと感じている、，

　片：は、大人が落ち葉掃きをしていれば、］”どもも

たき火に当たって、焼き芋のおすそ分けをねらって

いた。地域の祭りは大人もイ・どもも　緒に楽しむ地

域∫1遣高の行事だった、、大人が働いている場や生活を

楽しむ営みのll倫の11：に∫・どもが遊んでいた。そんな

地域の生活文化が息’tiいていた．、

　社会の変化が激しく、価値観も多様化してくると、

ぴいに．「渉し介わない生活のほうが気が楽という風

潮が広がり、地域での人とのかかわりはますます希

雌になってい70，、当然のごとく、］”どもたちの遊び

も地域から離れ、1さらに、映像文化は∫・どもの遊び

をますます地域からり1き離して孤、ン：化させている、，

∫・どもの遊び声が地域から聞こえなくなってきた地

域の変化は、∫・どもの遊びを育む社会的背景の弱体

化である。また、キレる∫一、我慢ができないr－、す

く”に手や足が出る乱暴なr・など人とのかかわりが．卜’

r・な∫・が多くなっている、，当然トラブルも多い．．、友

達と’緒に遊びたいのに、うまく遊べないのである。

　このような∫一どものおかれた環境を見ると、必ず

しも遊びを概かに展聞するうえでの条件が1’分に整

っている時代ではない、、この現状を考’えたとき、今、

学校として発信しなければならないことは、時間と

空間を共有する仲問が存在するような大人とr・ども

たちの生活を小み川す努ノ」をすることではないだろ

うか。

　’P成14年度から「総合的な学習の11判‖1」が実施さ

れている．お店番学習もその・つであるが、このよ

うに了一どもた．ちが地域とかかわり、さまざまな人と

のかかわりを深めていく学習が展聞されると、地域

には老若男久はもちろんのこと障害をもつ人も外国

の人もさまざまな人が住んでいて、「1分ともかかわ

りのあることを肌で感じるに違いない、．．人間r1勺な交

［II」界の児価とtt）ヤ1：

流の場が自然に広がってくることが期待されてい

る．．，

　前述した．：つの実践事例も、本来の自然なj”ども

の遊びの場面ではないが、教育活動を通して地域と

学校が連携して．∫・どもたちの生活や遊びが股かにな

っていくきっかけになればと考えている。

　普段は自分の作品を作ることを1け旨して陶芸に励

んでいる大人のサークルが、「ふれあいマンデー」で

仲良しになった∫・どもたちに声をかけて、ヒ・11な

どに．∫・どもの［iの前で粘ヒをこねて見せる．．］tども

は、すぐにやりたいと言ってくるに違いない、、∫・ど

もは大人のマネをしたがるv好奇心もレ分にある、，

何より、粘ヒは学校の図」二の時川にやったことがあ

る．．tでも、授業ではなく地域の人と自山にやれる場

で発揮される予どもの感・性は、大人も驚くようなも

のを見せる．、子どもってすごいと思うことが川てく

るに違いない，。

　陶芸のような特別なサークルを例に挙げたが、つ

まり、地域に大人も異年齢のr・どもも集まることが

できる自然の遊び場、「たまり場」があるかというこ

とである。イベントを．）膓1ち．ヒげるのではなく、ちょ

っとしたかかわりを育てるいろいろな［・たまり場．1

があちこちにできる風．．ヒが必要なのだと思う、，i’たま

り場」はIli：代を越えたコミュニティの場である．．

　遊びや労働の楽しさ、而白さを生み出す人llll的な

ぬくもりのある生活文化の創造を地域で作っていき

たい。

キ・一ワ・一ド：総合的な学習の時間

　平成14年度から「総合的な学習の時間」が小学校3年から

中学校及び高等学校まで設置された。週2時間から3時間の

授業時数である．その目標やねらいM内容はL各学校で決定

するので、各学校が特色ある教育活動を展開していく。この

「総合的な学習の時間」は知識を教え込むのではなく、教科

の枠にとらわれず、子ども自ら設定した学習課題に即して、

具体的、体験的な活動を通して、生涯学習の基礎となる資質・

能力を育成することをねらいとしている。
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子どもの遊びと文化の現状・思春期

中学生の「遊び」

と大人の役割
の現状
特 集
子どもと遊び・文化

　　　　　　　　　　　　　　　やま　 ね　　　　まこと

鯵‡謡竪㌍とんぼ代姻じ山根誠

はじめに

　このテーマをいただいたとき、妓初は気楽に構え

ていた．，しかし、改めて中学生は本当の悠昧で遊ん

でいるのだろうか？と周りを見回したとき、思って

いたほど簡単な」［態ではないことに気づき、賠澹た

る思いを引きつりながら、構え直しているところで

あるt．、

　牧歌的な時代に「遊びほうける1ことができた私

の体験をベースに、今の中学生の遊びや文化を断罪

することを慎．敢に避けなければならない．．

　なぜなら、私たち人人の彼らへのかかわりと責任

を問い直す作業にほかならないと思われるからであ

る。そのことを肝に命じながら論を進めたいと思う。

1．「遊び」の本質的な意味について

　私見ではあるが、llJ代的・Ill：代rl勺相述を超えて、

次の点を「遊び」の本質的な意味としてとらえてお

きたい、

（）忍いつくまま）

　σ）好奇心の発露であること

　（川ll険へθ）i武みであること

　⑥大人の管川ドでないこと

　④杜会的規範からできるだけ遠くにあること〔反

　　．社会1ω（独涛的）

　⑥集口i性の維持；秘密の同盟（その集団にだけ通

　　用する盟約）

　⑥伝承性＝遊びの原形

　⑦創造性（絶えlivなくtlJcと変化を伴う）

　⑨無償であること　（対価・評fllliを求めない｝

　総じて、ワクワク・ドキドキすることに身も心も

なげうち、夢中になれること．，

　それは、大人的尺度（教育的効果）で言えば、社

会性、秩序性、協調性、忍耐力、達成感、充足感、

判断ノム敏捷性、体験的知恵、閉VlgA）こinへの反発力、

lll川・解放感の休千il・…等々のばってみれば「たくま

しく生きる力』の獲得過程として定義づけておきた

い、、（∫・どもにとってはどうでもいいことだけど）

2．今　中学生の「遊び」の様相

　私が身近で観察できる中学生の数はたかがしれて

おり、そのJ’一どもたちを通して全体を語ることは仰

られる気がするので、中学校現場・の教員に協力を求

め、アンケート調在を行った、，（廿i浜1卜σ）公v：’1叩学校、

問題生徒はほとんどいない、知的レベル・経済レベ

ル中程度以卜、いわゆる、いいr一の多い学校）

　全校生徒70人弱のt］・規模校ではあるが、ほぽ全員

の生徒が応えてくれた、

　質問①小学生の頃の「遊び」といえば？

＊おにごっこ　＊花いちもんめ　＊ドッジボー一ル

＊バスケ　＊サッカー　＊独楽1‘‘1し　＊かくれんぽ

＊虫とり　＊菌つけ〔鬼ごっこの’種）　＊基地作り
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＊人縄飛び　＊キックベース　＊缶けり　＊どうけ

い（鬼ごっこの・種）　＊野球　＊公園などにたまっ

て雑談・ふざけっこ　＊木のぼりUfii一外あるいは室

内でも広い場所で、集団で、身体を動かす遊び｝

＊テレピゲーム　＊漫［dli　＊トランプ　＊おえかき

＊カードゲーム　＊シール交換　＊カラオケ

（室内で複数いても　・人遊びができる，．対’ii幾刑の

ゲームもある、．／時問的な」ヒ率でいえばテレビゲーム

が圧倒的に多い。）

〈めんこ、ピー一に、べ一ごま、あや取り等は消滅し

たのだろうか？そうでもないところもある．．後述〉

　質問②llr学生になって、「遊び」といえば？

＊部活　＊サッカー　＊バスケ　＊野球　＊テニス

＊ゲーセン　＊‘；球　＊サバイバルゲーム　＊釣り

＊仲良しとお出かけしてプリクラ・食」［・買い物・

映画・カラオケ　＊ポーリングなど　＊パソコン

＊インター一ネット　＊テレビゲーム　＊まんが

＊汗楽（CD｝　＊読川　＊小’／；：：生と変わらない

＊友遼との雑談　＊どこかにみんなでたまる・騒ぐ

＊寝る　＊家でごろごろする〔テレビ見たり）

　質川（3．／どんな1遊び」が・番好き？　一番嫌い？

〔’番好き）

＊テレビゲーム　＊友達とたまって・話し・騒ぐ

＊友達とお1川かけ　＊大勢でやるスポーツ

（’番嫌い）

＊体力を使う遊び　＊頭を／・iiう遊び　＊疲れる遊び

　質問：：・U小”］t：生の頃と「遊び」がどう変わ’．、た？

＊あまり遊べなくなった（部活などで時間がない｝

＊あまり外で遊ばなくな・：，た　＊お金がかかるよう

になった　＊行動範μ｝1がJjl：がった　＊遊ぶ時間が夜

にza・　一，た　＊　・人遊び（テレピゲームなど）が多く

なった　＊1：人・進化した遊び　＊体を動かす遊び

　　　　　　　　　　　　　　　1｜1二界の児rW．と｝り．刊

が少なくなった　＊あまり変わらない

　質問⑤「遊ぶ」oて…つまりあなたにとってfi］∫？

＊ストレス解消・発散　＊気晴らし　＊息ぬき

＊頭の休息、＊欲求不満を満たすもの　＊友達との

交流・友情を深める　＊とっても楽しい時間（ず一

っと続けば良い）　＊rl川な11」問　＊いろいろな体

験ができる場

　以L、都1儲llの’ド均的r卜学生の「遊び」の様川は

私たちに何を示しているのでしようか？

　私には、天衣無縫に遊びたい願望を秘めつつも、

遊び切れていない閉塞的な現実を示しているものと

思われる．．

　］fiT∫が？日誰が？」遊び切れなくさせているのだ

ろう？

　この問いに答えるにはさまざまな・フ：場からの分析

が必要だと思われるが、ここでは、私たち人人のあ

りようと、彼らへのかかわり方に限定して考えてい

きたいと思う．、

　　　　　　　　　　　　　　　　　ソハ　そのためには、もう少し別の中学生の貌を）L：てお

きたい、、

3．私の身近な中学生

　iモ任児1†C委nやノth　PTA会長というかかわりもあ

・」て、地Jt公立中学校の「心の教室相1淡貝」をして

いるとき、そのJt・どもたちに川会った．

　授業妨害、器物破損、対小徒対’教師暴力、喫煙、

無免許バイクなどのil常があり、修学旅行先での器

物損壊、対教師暴力などで停学処分、鑑別所・少年

院送りなどの処遇を受けた前後、本人とその家庭に

かかわ一）た、、ひとり親家庭の　・人を除き後の5人

は、貧困でも崩壊家庭でもなくご勺IC通の家庭の了・

どもであ’．、た．

　どうも敵ではないらしいオヤジとして親密になる
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なかで見えてきた彼らの素顔は、気が小さくて、1「

えん功’で、けっこう優しくて、お人好しで素直で、

学齢より幼い顔であった、，やらかした行為の動機を

聞くと「よく分からない」「むかついた」「おもしろ

かった」「かっこつけたかった」…。

　罪悪感や後悔のほとんどない屈託ない彼らの表情

を見るとき、私には、非行少年と言われる彼らの行

為のすべては「遊び」の延長なのだと思われた。

　私の「遊び」の定義からすれば、V・均的中学生よ

りしっかり遊んでいるのではないかとも思える。

　問題は彼らの「遊び」のもたらしたものが社会規

範と大きく乖離しすぎていたことにある。

　なぜ彼らの行為が、ニヤッと笑って見過ごすか、

叱貨の範囲で納まらなかったのか？

　ここに、大人（親・地域の大人）のありようとか

かわりの開題が見えてくる。（学校σ）問題は割愛〉

4．希薄になった親の存在

　前述した家庭の母親に「うちの父さん、f“どもに

何も言えないの。代わりに叱ってやってください。」

と懇願された。PTA時代にも先生に向けて阿じよ

うな依頼が多くあった。確かに一・連のII［件の顛末に

父親の存在が見えなかった。母親は必死の思いで奔

走していた。r・どもの教育に分担があったから？’－o

　親が子どもに果たすべき本来的な責任とは何だろ

う？私自身も含めて点検し直す必要を痛感した。

　私自身は、親である前に．一’人の人間として、何を

大切にして生きているのか、何を喜びとし、何に感

動し、誰に愛されたいのか、そのために何をしよう

としているのか？を問いつつ歩む途．ヒ人であるこ

と、その姿を子どもに見せること、これこそが父親

母親に1司等に課せられた責任ではなかろうか、と考

えている。確かに養育機能という点では、授乳など

の避けられない分担はあるけれど、「生きる姿勢」と

いう　・点においての分担はあり得ない。
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5．私の実践

①「学童保育所」（『とんぼ』）の立ち上げと運営

　1978年にわが子を含め3人の就学前児童を受け入

れ、自宅アパートの．一室で発足した学童保育所は、

23年経た今日、4か所に増殖され150人の1～6年生

の子どもたちが放課後通って来ている。

　そこでのこだわりは、「第二の家庭」の役割を基本

にしつつ、「地域の遊び広場・出撃基地」として1立置

づけ、「遊ぶ」「つくる」（作る・創る）「食べる」の

3要索を意図的に、しかもダイナミックに展開する

ことにある。

　「遊び」の場面では、どろんこ遊び、Sけん、お

にごっこ、かんけり、ドッジボール、こま、べ一ご

ま、ゴムだん（ゴム跳びの’種）、将棋、アヤトリな

ど異年齢の了・どもが群れて遊んでいるu

　「つくる」の場而では、折り紙、お手玉、ビーズ、

こま、めんこ、竹とんぼ、組木、フェルトマスコッ

トなどを、ノコギリ、はさみ、カッターナイフ、針、

くぎ、糸、のりなど、危険だからとかつて取りヒげ

られた刃物を駆使して夢中になっている。

　「食べる」の場而では、おやつや給食のないl／］の

昼食づくりで、桜餅・柏餅・お好み焼・ケーキなど

家事を乎伝うことの少なくなった子どもたちだが、

買い物から調理まで嬉々としてやっている。

　夏休みのキャンプ・プール・博物館、春休みの遠足・

TE月の餅つきや手作りたこ揚げ…、子どもたちがワ

クワク・ドキドキできる「1常や行事に、多くの父母

が参加し、親どうしの密度の濃い関係と支え合いの

絆が牛まれている。

②「青少年活動センター『とんぼ』」の設立

　学童保育所の日常や行事の営みには、保育所OB

のrl：・高校生・大学d三の参加協力が欠くことのでき

ない条件であった。

　彼らの存在は年ドの子・どもたちにとって、「憧れ」



であり、「予の届く未．来像」として映っていたtt

　親にとってみれば、たくましいお兄ちゃんお姉ち

ゃんの実像は、「とんぼ」のあり方の良さを碓信でき

ることではあった．．，彼らがドの了・どもたちの而倒を

自らも楽しみながらやってくれることは好ましいか

ぎりではあるが、彼ら自身の自己表現・自己実現の

場になり得ているのかと考えたとき、さらなる延長

の場を創る必要を感じた，，

　　・期生が大学を卒：業する頃U990年）、父｜；J：・指惇

貝・地域の役工い地ノt公．“ITIiの1じルなどの協力を得

て、「ltj’少年活動センター『とんぼ』」が設、㌧二された、、

　「i’lf少年が、この地域のil．rで、活き活きとした表

情で、生き切って欲しいと願う、．…自分の意志で、

自分を大切にし、相f；を大切にしながら…

　！li；少年が地域のillで、　rl分から前のめりに何かを

やろうとするエネルギーを発抑する『場』をつくり

たいと思う、，そのr場』はp’i：少年自らの「やりたい1」

という意志への保障である、，またそこは、1’i・少年白

身が前動を通じて自立していくための力や意欲を養

う『場」でもあって欲しいと思う、，

　まず、おlllいの存在を対等の地’1川こウ1って認め合

う’1［から始めよう、，何ものかを与えたり、鋳型を押

しつけたり、行動を規制することはやめて、共に感

じ、共に考え合い、共に行い、共に学び合っていこ

うと思う。」（センター指標より）

　情報紙の発行（5tS　t二ij　）、セミナーの開催（：泊一l　l　D、

スポーツ交流会σ）開催（週1回）、学1†汐ラブの行事

への参加、障害者との合同キャンプなど多彩な活動

を行うなかで、斤少年の集団は、「とんほ」OBの子

ども以外の．∫・にも広がりをもてるようになった、

6．活動サークル『れいんぼ」の誕生

　rn分のやりたいことを、白分の意志で、白分で

考えて、1’1分が動くu自発r1勺に何かをするというこ

とカe、　・．番のノ1ζ本精丁申、、

川：界の児巾と母刊．

　誰のせいにすることなく、自分の思いを日分「｜身

で引き受けて、，…挑戦する．、

　［ll分が、日分らしくあるために。頭と体と心を思

い切り使う空問…それが『れいんぽ』」

　「やっぱり、］〈人に川意された枠の中で、1’1）〉の

やりたいことをやらせてもらうのも…少し違う気が

する…1から白分たちで創っていくことで、いっそ

う楽しさや感動がふくらむのではないか、．」

　　　　　　（1れいんぽ」“i　1：T」誌1くれよん」より）

　支援細．織「センターとんほ」からの〔いZを果たし

た若者たち（1996f1｛）。　Free　Spacc　DO！というユニー

クな祭りを創り川し、障害者との合同キャンプをや

りとげ、「自tl勉強会」と称して「たまり場」を創

り、季i；ll誌「くれよん」も途切れず発1：1」し続けてい

る。

7．大人の役割

　テレピゲームと、f中間と体を使って遊ぶこととど

ちらがどれほど楽しいのだろう？後の爽快感はどち

らが大きいのだろう？それは大人が決めかねること

だが、20．数年、∫一どもの成長を見統けてきたなかで

感じるのは、「これが楽しい1と実感できる体験の、連

綿としたillし送りができる環境と閲係を、意図的に

創り川すことが必要不nr欠だということである、、活

力あるf・どもに出会いたければ、活力ある大人でな

ければならないのだろう、、

キーワー・ド：学童保育所（学童クラブ）

＊対象児箪．・．留守家庭（両親共働き．ひとり親家庭）の1～

3年生の児迩（実際には準会員として6年生まで）

＊国の「エンゼルブラン」にも、安心して子どもを産み育て

られる施策の「放課後児童対策」として位置づけられている

が、自治体によって万式が異なるe東京都のように児廼館方

式といわれる公設形態もあれば、横浜市のように、親や地域

の自主努力を前捉とした委託認可万式もある。少子化傾向に

あっても、学校5日制の完全実施によりニーズは高い。
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音楽で育てる感じる心
特 集
子どもと遊び・文化

　　　　　　　　　よし　むら　あつ　こ

．ども嚇麟馴吉村温子

1．はじめに

　東京の渋谷にある、国．、ン：児巾総合センター《こど

もの城》でf’どもたちとlT楽表現活動をするように

なって、今年で16年になります、．，《こどもの城》は

1979年の「国際児巾年」を記念して、当時の厚生省

が企画・建設した児童総合センターです。1111勺とし

ては、未来の目本そしてll［界を支えていく．1iどもた

ちが、たくましく、健やかに育ってほしいと願って

建i没されましたt．ですから芸術・科学、体育・保

健・保育等、∫・どもの丈化と福祉、健康のためのさ

まざまな総合r1勺なアプローチができるように考えら

れています。特に教育や技術の向．ヒではなく、『あそ

び」のなかから、いろいろな人との出会いや、発見

をし、たくさんのことを学び、「あそび」を通してlil：

界を広げ、社会性を身につけてほしいという願い

は、今も変わってはいません、

　そんなコンセプトを上台に、私の音楽表現活動の

講座は始まりました。

2．「QOL」は「ごっこあそび」から

　現在《こどもの城》で私が指導している講座は、

2－6歳の親子を対象としたリトミックのクラスが

学齢に分かれて、4クラス、．、ダウン症の了一どもたち

を対象にしたリトミックが］クラス。そして、団貝

数約230人のこどもの城児：1’iτ：合唱団が4クラスですr．，

この合唱川は小学1年から大人までーいる合Ill．H・！i．1で、

30人でスタートした介1唱団ですが、16年でこんなに

もふくれヒがったというわけてす，，このなかには2

歳で音楽に川会い、その後ずっと合唱団になるまで

活動を続ける．J”どもも少なくありません。このよう

に《こどもの城》の良さは、2歳から大人までが集

団で同じ場所に集い、酔楽という『あそび」を、長

朋にわたり継続できるところにもあると思います、，

　人は2－・3歳のとき、現実とフィクションの」亘根

がなく、真剣に1ごっこあそび」を展聞します．、，4

～ 6歳は、楽しんで「ごっこあそび」をします，，小

学校の中学年頃になると「「ごっこあそび」！ウソに

決まってるじゃない。」に変化します．、真［fiillになに

かに取り組むのがなんだかカッコ巫いみたいに思っ

ているJ「一どもたちを見ると、ときどき、腹立たしく

思うときもあります、tしかし、これはむしろ発達の

過程と徹迎しなければと思っています，。どちらにし

ても、幼児朋に「ごっこあそび」を心から感じ、楽

しんだ経験は感性を豊かに育てる大きな千助けにな

り、これから人が生きていく長い人生の『QOL」

＜qtlalily－（ハf・lil＞〉の向．ヒにつながると思います，。

3．自然なかたちでのノーマライゼーション

　こどもの城児1’i’〔：合唱卜∫iでは、現在、視覚障書児、

’￥：習障害児、A［）1－ID児、ダウン症児等11名の障望；：

児の受人れをしています，、活動はもちろんすべて’

緒ですt．．t健常者と障書者の枠を収り外し、お．lj：いに
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良い刺激を「j・え介います，，歩みは少し遅いですが、

1’

∫・楽を身体いっぱいに感じ？ξ現する障11i：児の∫・ど・t）

たちの姿は、逆に衣現することのひたむきさや素晴

らしさを教えてくれます．、

　毎年夏になると、∫・どもたちと演奏合宿にでかけ

ます．今まで、できるだけ違う県におじべ’まLてい

るのですが口997年と2000フ1らにはヒ海で開催された、

［lt［．1Ej少年宮ドflliのlli：界児1†［芸術ちさに招かれて参jJIIし

ました、最初の年、iliPllのi三催者側から「障害児の

参加はやめてほしい．」との叩し川がありました，‘理

川は中国全国にTV放送されるので、きちんとでき

ないi”どもたちがでると、私が恥をかくという川川

でした．［そa．）感覚、遅れてる！」と憤りを感じまし

た．．この話を．j’・どもたちにしたところ「そんなのお

かしいよ！・緒に行く！」とみんなが叫びました、，

「合1「昌は了・どもたちの教育に極めて・W要で、みんな

で共に良いl！∫楽をつくる努力から得た輻びは、気高

い性格をもった規律IEしい入問をつくる』とコダー

イ・ゾルタンというハンガ1リーのf乍川1家力｛その．音楽

教育諭のなかで述べていますが、∫・どもたちのその

声を、涙がでるほどうれしく思いました、、

　現地へ行ってみてii催者側がなぜそんなことを，「

’．・たか少し理解できました。中国の少年宮は、小、

巾、高の学校で学ぶ以外の課外活動の場の・つとfi7：

2000年夏、上海における世界児童フェスティバルの開会式での

　　　　　　　　　　　　　　こどもの城児童合唱団

肚界の児1’w．ヒ母刊

置づけられていますtt個性を伸ばし、育成するとこ

ろは11本の児1†i：館と似ていますが、少年宮の優秀者’

はプロへの道も約束されているようです．、そしてこ

の芸術祭に参加したJ’・どもたちは、優秀者の）1iから

特に選ばれた∫・どもたちでした、．t」’能にすべてをか

けて真剣に学び、表現していくllr国の了・どもたち

に、こどもの城との述いを感じました，、みごとに

揃った中川の∫・どもたちとは反対’にこどものj成は

みんなてんでんばらばら、でもそのなかでの障害

児の頑張りがかえって中国の聴衆の心を打．ち、温

かく迎えてくれました　ト海の新聞は「『こどもの

城』は『’自然な組介せ」ノ」式で、身体に不）「・1川の

ある児1†1：：を吸収していた、，まさにJ’・どもたちに小

さいときから人類社会の現実を休得させ、介Ilnと

いうN．1休芸術を通じて互いに愛し助ける精神を養

成するものである。1と報道してくれました　そし

てなんとその翌年、ll催者の学校で初めてダウン

症の児童を受け人れたとの朗報を聞きました．、

　みんなで行った中川で、」”どもたちはこんな素敵

なセンセーションを巻き起こしたのです。200〔〕年に

は、私たちのお得意の「となりのトトロ．1の曲を、

開会式で・緒に演奏してほしいとの要請がありまし

た，，そのうえ、今度はぜひ障害児を連れてきてほし

い、と変化していました。’li日広い広い体育館に作

られた人きなステージで、．r一どもたちがはつらつと

歌い、もちろんそこにダウン症の了・どもも　・緒にい

たのは言うまでもありません。そして、体育館の客

席を埋めつくした中国の小学生たちは、私がこども

の城のJ「・どもたちのために振りつけた『となりのト

トロ』を完壁に踊ったのです、、客席とステージが・

体となり、見えない糸でr一どもたちの心がつながっ

て見えたのは私だけでしょうか，，

　音楽はiH：代や地域を越えた共通語だとぼわれてい

ます，、］’・どもたちは、《こどもの域》の、　・人ひとり
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のもっている感じる心、仲間を大切にする心を育て

る理念を歌に乗せ、一ヒ海に集った吐界中の子どもた

ちと音楽という共通語を使ってたくさんの友達の輪

を広げていました。

4．音楽は友達

　子どもたちのことで、私には前から少し気になっ

ていたことがあります。うれしいことに、こどもの

城の合唱団は長く継続する子どもがとても多いので

すが、本当に音楽が好きなのか？自発的に通ってい

るのか？等です。そこで先日、合唱団の7歳から25

歳の．S：どもたち150人に、音楽に関するアンケートと

作文を書いてもらいました。

　まず「音楽が好きか？」の質問では148名が好き、

2名が多分好き、との回答でありました。これには

ほっとしました。（アンケートは無記名で行われまし

たe）

　次になぜ好きなのかの理川としてあげられていた

もので一・番多いのは、楽しいから、すっきりするか

ら、元気をくれるから、自分の感情を表現してくれ

るから。ということで、ここへ通ってくることが自

分の楽しみの一・つで、心身の開放につながっている

ことが理解できます。

　なぜ合ll昌団に入ったのか？との答えで一’番多かっ

たのは、お母さんに薦められたから、でした。わか

りきったことですが、やはり小学1年生位ですと、

親の意向や影響が了・どもの進路を決めているのです

ね。

　合唱団に人って良かったことは？の質問には、合

宿にいけるから、公演で歌えるから、学校外の友達

が増えたから、等でした。合唱団の合宿は、毎年小

学1年生から大人の人までの異年齢の人たちを10名

位のグループにして、寝食を共にしながら、音楽で

いろいろな出会いと体験ができるようにと、立ち．上
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げた年からずっと企画してきました。この、音楽だ

けでない活動が、今日の合II昌団を作ってきたと言っ

てもいいのかもしれません。

　一番聞きたかった、あなたにとって音楽は何です

か？の質問では、かけがえのないもの、ないと死ん

じゃうくらい大切なもの、辛いとき、悲しいときに

慰めてくれるもの、お薬。そして一番多かったもの

は、友達、でした。アメリカの心理学者で音楽教育学

者でもあるジュームス・マーセルは「音楽はそもそ

も人間のために、われわれの人生をより良いものに

するために存在するのである。」と述べています。

　親たちの音楽をさせる日的のほとんどは『情操教

育」の一・つとして、と答えます。しかし、『情操教

育」の成果はなかなか兇えにくいものです。それで

も、．it・どもたちが音楽を友達だと思い、生きていく

うえでなくてはならないものと感じているのなら

ば、これからも一tつでも多くの歌を伝え、音楽の友

達をふやす手伝いをしていこうと、改めて心に思い

ました。そんな子どもたちがこの春、厚生労働省の

舞台芸術部門の推薦を受け児童福祉文化賞を受賞し

ました。受賞の理川は15年の聞、世代や地域の枠に

とらわれない音楽活動でたくさんの出会いをして、

感じることの大切さを休験し、表現することの喜び

を伝えたことでの受賞でした、、

5．音楽の不思議なカ

　　　　『うた』　　金沢実怜（8歳）

　ぼくは、こどものしろ合唱団で歌をうたってい

　ます。ぼくのお母さんも、小学校の時、合唱団で

　した「気きゅうにのってどこまでも」という歌を

　きくとお母さんは、合1唱の練習をしていた体育か

　んの、マットのにおいを、思い出すといいました。

　　ぼくの合1唱のあつ子先生は、よくおこります。

歌がへただとつのが50本になります。もっとへた
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だとつのがノ11「本になってとてもこわいですttで

もみない’．》しょうけんめい歌って楽しそうだと、

よくわらいます，、なおちべ・んは、歌うとすっきり

とばいました、，ぼくもです，、

　ぼくがおとなになって、1ともだち」の歌をきい

たら、あつr一先生のつのを思い出すと思います。

i”らうと．ILし・ま寸一．．

　　『うた』　　詩：旧川直∫・

うたがすき

　うたうとすっきり

　　またうたいたい

うたがすき

　うたうととっても

　　しあわせです

　人はだれでも忘れられない歌や曲があるとt’．；いま

す、、その音楽を聞くと、当時の川来事や場lr【i、感触

や匂いまでもよみがえらせてくれます，，音楽法の・

つとしても音楽を聞いたり、歌ったり演奏したりす

ることが、機能や記憶のIIll復の援ll）Jとなることはよ

く知られたことです旨、この作文を．11｝Fいたのは小学3

年川の男の．1「・です、．いつもふざけるr・どもたちに、

指揮棒を髪の毛からツノのように川して1．うるさ一

い1」と1叫んでいる私、］’・どもたちが楽しそうに歌

っているのを見るのがとても好きな私c，そんな私を

本当によく観察しているので驚いてしまいました．、

まだ3年生の彼が、人は怒ったり、笑ったり、喜ん

だり嫌だと思ったりという、感じる心をもっている

こと。そして音楽を体験することにより、より良く

h：感に響かせられるものだということを、ちゃんと

知っているのです。そして、親一r・共通の川で、感じ

たこと、思ったことを会話できることも．素晴らしい

ことです、，

　無意識のうちにノ〔：感に響かせて、脳により鮮明に

記憶を残す∫三助けをする「音楽』とは、何と不思議

なものでしょう。

6．うたが好き

　実怜君の作文にある、なおちゃんは、詩を／．1：くこ

とが大好きなダウン症の女の∫・ですt．、彼女の作った

「うた』という詩があります．

　この詩をはじめて見たとき、飾りのない、素1白：な

気持ちがあまりにもストレートに表現されていて、

びっくりしました，1岡田陽氏は、「子どもの表現活動」

（．に川大学出版iキ19の：著ilドの冒頭で次のように述べ

ています、，1． 表現するということは、人が牛きていく

ために必要な基本的課題のひとつでもある、」また、

「表現とは、［1i分の心の内なるイメージを、何らか

σ）形で外へ具体化することである。」と。私は表現す

ることは、感じる心だと思っています。

　アンケートの放後に、私への注文を、｜｝：いてもらい

ましたc、・番多かったのは、ド†楽を通していろいろな

話を聞きたい、というものでした。16年川私はできる

だけ了・どもたちに、そのとき歌っている川について

感じたことやエピソードを伝えるようにしてきまし

た，それでこんなことをたくさんの∫・どもが、ll：いて

くれたのかと、うれしくて、にんまりしてしまいま

した。音楽を遊び、廿楽で癒し、癒されていく、音楽を

心の底から感じ、友達と書びや悲しみを分かち合う

心を育て、それを表に現す。これこそが、明1．1を生き

る∫’どもた．ちの心を育てる　・つの手段になると、ア

ンケートと心のこもった作文を読んで思いました。
　t・？一リー一ド：音楽とQOL（quaEity－of－life）

　　「’人と醤楽の根源的なつながり」を活用し、人が人として生

　きる生活全体の向上を目指して行う治療の考え方です。「その

　人らしさjというのを現代では健康と言うようになってきま

　したが、その時期と世代のQOLを上げ、人の一人ひとりが

　生活を快適に送れるように、また生涯の意昧を見つけられる

　ようにサポートしていがなけれ「まなりませんし、個々人も前

　向きにそれに取り組まなければなりませんね。
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子どもと遊び・文化

郷黙禦驚婁・一韮劃志

子どもと劇

　まず、了・どもが劇を観るということについて考え

てみたいと思います、

　僕は、大きく三つのことがぼえるのではないかと

思っています、，

　　・つは、集団で何じ時間とフヒ間を過ごすことで、

さまざまな感情の交流（心の動き）を共宥できると

いうことです。役者の動きに・蕗’憂したり、怒っ

たり、泣いたり、笑ったり、周りの人の反応も兄な

がらどんどん高揚していったり　（もちろんその逆

も）　・人で物に向かって感情の発散をさせたり、物

を媒介にしてのやりとりが多くなるなかで生身の．R

団を実感できる》▲t厄な場といえます、，

　1つllは演じる側と観る側がlilいに影響し合って

作り合うので、毎回違う！ということです．．同じ劇

なのに、その1．1その日で違ってくるということです．，

ある意11未お客さん自身も創り手の・貝として参加し

ているのです．この緊張感が大’∬なことです、t意識

して「よ一し、今日もみるぞ一」と意気込む人もい

れば、いつのまにか劇の中に人り込んで、夢中にな

っている人もいます。そんな．一人ひとりに影響され、

演じる側もまた変化していくのです、、

　さらに三つHに、いわば何が起こるかわからない

世界を楽しもうとしていることですt，．もしかしたら

失敗やとんでもないハプニングがあるかもしれな

い。しかし、それをいっしょに引き受け、牛きてい

こうとしているのです。まさに、短い時間を共に生

きていく仲間だということです．t．見えないものを見

ようとしたり、どうなるかわからないけど、なんと

かしていこうよという連帯感みたいなものかもしれ

ません．．t

　児竜劇にかかわろうとするとき、少なくともこの

｛つのことが1’分に保障され、豊かに広げていけた

らどんなに素敵なことだろうと思うのです、，

子どもと表現活動へ

　そして、さらにもう．・つ。こんなふうに考えなが

ら】’・どもたちとかかわっていくと、子・どもたちの思

いもかけない反応や、心の赴くままに自己を発揮し、

思ったことや感じたことを身体ごとめいっぱい使っ

て外に向かって表規しようとする姿に出会います、，

おもしろさに向かoて創意．L夫し、あそび心を広げ、

ある目r1勺に到達しようとしていきます．、

　この∫・どもたちと、本気でイメージの世界を遊び

きれないのか！表現したがってる子どもたちの心と

身体に、私たちが向かっていきたい！！　と思うよう

になりました、、

　彼ら自身の心が揺さぶられ、生命力あふれる魅力

的な活動をどうつくっていくのかt．、児1’1文劇にかかわ

る者として大きな仕事の・つとして、その挑戦が始

まりました、、

　「j’・どもの表現活動をあそびとしての高い位附づ
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lll．界ぴル巳‘．「（と母｜’1

1ナカ・ら、　Y（j）Lまカ｛

し．・ぴ）もa）t．ニリ［．き一S”

り．1’．）／）し、　レ↓るも

のにこびるような

あるまじきものに

してしまうσ）は、

ひ．とえに人人の関

才＞1．〕て5－．1－．

　　．’おき’（よE手韮」

jl」「：．’

　1ごはんですよ一」

　1｜本〆きうv）11　t］…ll‘［］『⊂．’小1

　家来がいろんなことをしてもE様は起きてこない

a）’〔．’．｝．．

　さ一、「衣メミ（よ川］『び）ノt（］’・．ど．も）　ら．ヒ十IL紘iし、　11杓i

，d／L：　 ＼二　　 r＿　　↑！　 ：　iit毫　 亡一　　考1　tt一　　 ま　　’3－

　　1鼻．ン）まy）！1

　　「，s（　v）ilナy，し｛．t’」

　　「好きな人を呼んであげ．れば．いい1

　　1ぞうさんにないてもらおう1

　　「く．↓『く．．〆）．ご！「

と了・どもと家来は必死！それで．も起．きないのです

　その後、：liい師によって「．．｝・，’kのことが少しVつわ

か・ドこいきま．．｝『．．

　こうしてi・ど．もたちは［1様のある秘密にせまって

し、く（～）『（「’－1’

E一頴

　　「1瓶｝．去の森の“fl｛．’i：IJこ，itというf乍1［‘LIJでのことです．

　り正i上a）4艮『tt〕匠／u－t1し、る∫・と「・もノこら■）とこ7）t：、

マ・一オ・一　・肪こカζ」児れ、　J’・ど．もをスーフ．にし『ごL　まSS

うと，i’2〕れ⊥（LまL・まつ．．

　」’・．．どもらは、キ．ノク！　バンプ・！！と」見ソミにゃっっ

けようとしま『．t．、しカ・し、ここは脆日上ぴ戊森で’『4．．マー一

オー・・．族にはそれでは通川「＿ないのです．皆の順う

ノ」をi｝tt．　i23（こ’変えなくてeaなり：i・ti’八！．、．と’．うLよう！？

　こぴ）・1i’が考’えるきっかけで’す．

　　1「眠ったふりして、きたら、　ド．ラ：・r’ンになって火

を11欠こう1

　　1人きなほらノミをつく・．・て、落、ヒして『ノタをしよ

う1

　　1：．1オリを投け’て、凍らせよう1

　　1カ．．ムヒ．ストルで、身休中にガムをくr．パ．）けネバ

ネノtさ一t1’よう］

　　1台風になって1吹き飛ばそう！！」などさ

まざまなイメージ’が川て、仲問と川談しな

がら、身体をめいっぱい使って表現してき

ます、：

　彼らのもっているilモ義感、やさしさ、実

際には見えないものに1何か・．1ていく想像力

におどろき、圧倒されます．．

　先llも．ノ1・学1年川o．）男■）r・でしたが、

初めからキック！バンチの嵐だったのです
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